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一
九
四
〇
年
東
京
都
生
ま
れ
学
歴
一
九
六
三
年
早
稲
田
大
学
第
一
政
治
経
済
学
部
政
治
学
科
卒
業
一
九
六
五
年
同
大
学
院
政
治
学
研
究
科
修
士
課
程
︵
行
政
法
専
修
︶
修
了
︵
政
治
学
修
士
︶
一
九
六
九
年
同
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学
院
政
治
学
研
究
科
博
士
課
程
︵
行
政
法
専
修
︶
満
期
退
学
職
歴
一
九
六
九
年
～
一
九
八
二
年
国
立
国
会
図
書
館
職
員
︵
主
に
調
査
局
文
教
課
で
文
化
教
育
関
係
の
調
査
に
従
事
︶
一
九
八
二
年
山
梨
学
院
大
学
法
学
部
助
教
授
一
九
八
三
年
～
二
〇
一
〇
年
法
学
部
教
授
一
九
九
五
年
～
二
〇
〇
四
年
大
学
院
公
共
政
策
研
究
科
︵
二
〇
〇
一
年
か
ら
﹁
社
会
科
学
研
究
科
﹂
と
改
称
︶
教
授
併
任
二
〇
〇
四
年
～
二
〇
一
〇
年
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
併
任
こ
の
間
︑
山
梨
学
院
総
合
図
書
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長
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一
九
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五
年
～
一
九
九
二
年
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法
学
部
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九
九
四
年
～
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一
九
九
八
年
︶︑
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
長
︵
一
九
九
八
年
～
二
〇
〇
二
年
︶︑
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
長
︵
二
〇
〇
二
年
～
二
〇
〇
四
年
︶
を
務
め
る
︒
二
〇
一
〇
年
五
月
山
梨
学
院
大
学
名
誉
教
授
社
会
に
於
け
る
活
動
等
山
梨
県
情
報
公
開
審
査
会
長
︑
山
梨
県
科
学
技
術
会
議
委
員
︑
山
梨
県
景
観
審
議
会
委
員
︑
労
働
省
機
会
均
等
調
停
委
員
等
を
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任
︒
山
梨
県
考
古
学
協
会
副
会
長
︑
山
梨
県
立
考
古
博
物
館
協
力
会
長
︒
業
績
目
録
一
著
書
﹃
精
説
文
化
財
保
護
法
﹄
新
日
本
法
規
一
九
七
七
年
﹃
歴
史
を
保
存
す
る
﹄
講
談
社
一
九
八
三
年
﹃
文
化
・
学
術
法
﹄︵
稗
貫
俊
文
氏
と
共
著
︑﹁
文
化
財
保
護
法
﹂
と
﹁
学
術
法
﹂
の
解
説
を
担
当
︶
ぎ
ょ
う
せ
い
︵
現
代
行
政
法
学
全
集
二
五
巻
︶
一
九
八
六
年
﹃
歴
史
保
存
と
伊
場
遺
跡
﹄︵
遠
江
考
古
学
研
究
会
と
共
著
︶
三
省
堂
選
書
一
九
八
七
年
﹃
ホ
ー
ン
ブ
ッ
ク
行
政
法
﹄︵
兼
子
仁
︑
磯
野
弥
生
︑
村
上
順
と
共
著
︶
北
樹
出
版
一
九
九
〇
年
﹃
遺
跡
保
存
を
考
え
る
﹄
岩
波
新
書
一
九
九
四
年
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﹃
行
政
手
続
条
例
制
定
の
手
引
﹄︵
兼
子
仁
と
共
編
著
︶
学
陽
書
房
一
九
九
五
年
﹃
行
政
手
続
法
と
住
民
参
加
﹄
成
文
堂
一
九
九
九
年
﹃
ホ
ー
ン
ブ
ッ
ク
新
行
政
法
﹄︵
村
上
順
︑
安
達
和
志
︑
交
告
尚
史
と
共
著
︶
北
樹
出
版
二
〇
〇
二
年
二
論
文
﹁
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
に
お
け
る
公
役
務
概
念
の
再
評
価
現
象
に
つ
い
て
﹂
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
︵
国
立
国
会
図
書
館
調
査
局
︶
二
四
八
号
一
九
七
〇
年
九
月
﹁
フ
ラ
ン
ス
私
学
助
成
法
改
正
に
つ
い
て
﹂
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
二
五
二
号
一
九
七
二
年
一
月
﹁
産
学
連
携
教
育
の
理
念
と
現
実
﹂
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
二
七
三
号
一
九
七
三
年
一
一
月
﹁
教
育
権
理
論
の
再
検
討
﹂
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
三
四
二
号
一
九
七
九
年
七
月
﹁
文
化
財
保
護
法
の
問
題
点
と
改
正
の
方
向
性
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
一
〇
号
一
九
八
〇
年
二
月
一
五
日
﹁
遺
跡
保
護
法
制
の
総
合
的
検
討
﹂
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
三
六
五
号
一
九
八
一
年
六
月
﹁
埋
蔵
文
化
財
保
護
法
制
の
構
造
と
問
題
点
﹂
日
本
土
地
法
学
会
編
﹃
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
埋
蔵
文
化
財
と
法
﹄
有
斐
閣
一
九
八
二
年
︵
一
九
八
一
年
五
月
の
学
会
報
告
に
手
を
加
え
た
も
の
︶
﹁
公
役
務
概
念
に
つ
い
て
│
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
的
分
析
と
そ
の
現
代
的
位
相
﹂
法
学
論
集
︵
山
梨
学
院
大
学
︶
五
号
一
九
八
二
年
﹁
学
術
法
研
究
序
説
﹂
研
究
年
報
社
会
科
学
研
究
一
号
一
九
八
五
年
﹁
埋
蔵
文
化
財
保
護
の
た
め
の
行
政
指
導
と
調
査
費
用
負
担
制
度
﹂
法
律
時
報
五
八
巻
五
号
一
九
八
六
年
四
月
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規
制
的
行
政
指
導
の
法
的
統
制
│
文
化
財
保
護
行
政
を
例
と
し
て
﹄
法
学
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集
九
号
一
九
八
六
年
﹁
文
化
的
環
境
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保
護
﹂
法
学
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集
一
一
号
一
九
八
七
年
﹁
公
役
務
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集
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七
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一
九
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in
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﹂
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概
念
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献
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﹄︵
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版
︶
一
九
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〇
年
六
月
﹁
フ
ラ
ン
ス
行
政
学
に
お
け
る
行
政
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の
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え
方
│
行
政
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相
互
関
連
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で
﹂
フ
ラ
ン
ス
行
政
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編
﹃
現
代
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制
﹄
成
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念
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研
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﹃
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﹄
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九
九
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﹂
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集
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一
九
九
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﹁
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境
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護
政
策
に
お
け
る
歴
史
的
文
化
的
環
境
﹂
山
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学
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行
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編
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学
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理
論
﹄
勁
草
書
房
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九
九
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行
政
指
導
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律
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集
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︶
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法
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集
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四
号
一
九
九
六
年
﹁
沖
縄
県
米
軍
基
地
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め
ぐ
る
﹃
住
民
投
票
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ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
〇
三
号
一
九
九
六
年
一
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月
一
五
日
﹁
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
住
民
投
票
制
度
に
つ
い
て
﹂
法
学
論
集
三
八
号
一
九
九
七
年
﹁
行
政
の
透
明
化
と
審
議
会
﹂
山
梨
学
院
大
学
行
政
研
究
セ
ン
タ
ー
編
﹃
行
政
の
透
明
性
﹄
一
九
九
七
年
﹁
社
会
人
の
た
め
の
夜
間
大
学
院
﹂
都
市
問
題
研
究
五
〇
巻
二
号
一
九
九
八
年
二
月
﹁
行
政
手
続
法
と
住
民
参
加
│
法
の
成
立
過
程
か
ら
の
考
察
﹂
法
学
論
集
四
一
号
一
九
九
九
年
﹁
生
涯
学
習
機
関
と
し
て
の
夜
間
大
学
院
の
可
能
性
﹂﹃
大
学
改
革
と
生
涯
学
習
﹄︵
山
梨
学
院
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
︶
三
号
一
九
九
九
年
﹁
歴
史
的
環
境
と
生
涯
学
習
﹂﹃
大
学
改
革
と
生
涯
学
習
﹄
四
号
二
〇
〇
〇
年
﹁
山
梨
の
教
育
史
﹂﹃
大
学
改
革
と
生
涯
学
習
﹄
五
号
二
〇
〇
一
年
﹁
市
町
村
合
併
論
議
の
批
判
的
検
討
﹂
山
梨
学
院
大
学
行
政
研
究
セ
ン
タ
ー
編
﹃
広
域
行
政
の
諸
相
﹄
二
〇
〇
一
年
﹁
遺
跡
保
存
運
動
の
現
在
と
未
来
﹂﹃
歴
史
評
論
﹄
六
一
五
号
二
〇
〇
一
年
七
月
﹁
現
代
型
訴
訟
に
お
け
る
裁
量
統
制
│
千
代
田
湖
ゴ
ル
フ
場
事
件
を
素
材
に
し
た
従
来
の
理
論
の
再
検
討
﹂
自
治
総
研
︵
地
方
自
治
総
合
研
究
所
︶
二
八
二
号
二
〇
〇
二
年
﹁
歴
史
的
環
境
と
そ
の
保
護
主
体
に
関
す
る
試
論
﹂﹃
大
学
改
革
と
生
涯
学
習
﹄
七
号
二
〇
〇
三
年
﹁
地
方
分
権
改
革
と
自
治
体
を
め
ぐ
る
法
運
用
の
実
態
﹂﹃
法
学
論
集
﹄
五
〇
号
二
〇
〇
三
年
﹁
今
次
地
方
分
権
改
革
の
法
的
検
証
の
試
み
﹂
自
治
総
研
三
〇
三
号
二
〇
〇
四
年
一
月
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﹁
山
梨
の
教
育
に
お
け
る
歴
史
的
特
性
﹂
荒
牧
・
永
井
編
﹃
山
梨
の
教
育
と
法
│
過
去
・
現
在
・
未
来
﹄︵
山
梨
学
院
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
研
究
報
告
一
三
輯
︶
二
〇
〇
四
年
﹁
環
境
行
政
訴
訟
の
原
告
適
格
論
の
再
検
討
﹂
法
学
論
集
五
四
号
二
〇
〇
五
年
﹁
申
請
・
届
出
の
受
付
け
と
行
政
手
続
法
の
規
律
﹂
山
梨
学
院
大
学
法
科
大
学
院
﹃
ロ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
﹄
一
号
二
〇
〇
五
年
﹁
富
士
山
を
め
ぐ
る
法
的
争
い
﹂
富
士
学
会
編
﹃
第
三
回
富
士
学
会
研
究
発
表
会
│
環
境
と
観
光
│
報
告
書
﹄
二
〇
〇
六
年
一
月
﹁
温
暖
化
防
止
の
政
策
と
法
﹂
土
木
学
会
編
﹃
第
一
四
回
地
球
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
講
演
論
文
集
﹄
二
〇
〇
六
年
﹁
遺
跡
保
護
制
度
と
遺
跡
調
査
の
市
場
化
│
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
の
調
査
を
参
考
に
﹂﹃
ロ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
﹄
二
号
二
〇
〇
七
年
﹁
景
観
法
の
成
立
と
地
域
住
民
﹂
兼
子
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
﹃
分
権
化
時
代
と
自
治
体
法
学
﹄
勁
草
書
房
二
〇
〇
七
年
﹁
行
政
立
法
の
適
法
性
審
査
│
行
政
法
解
釈
の
立
場
か
ら
﹂﹃
ロ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
﹄
三
号
二
〇
〇
八
年
七
月
﹁
千
代
田
湖
ゴ
ル
フ
場
事
件
の
総
合
的
考
察
﹂﹃
ロ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
﹄
四
号
二
〇
〇
九
年
三
判
例
研
究
﹁
府
中
文
化
財
訴
訟
事
件
﹂
法
学
論
集
六
号
一
九
八
三
年
﹁
地
元
考
古
学
研
究
者
は
県
史
跡
指
定
解
除
処
分
を
争
う
原
告
適
格
を
有
し
な
い
と
さ
れ
た
事
例
﹂
自
治
研
究
六
〇
巻
一
二
号
一
九
八
四
年
一
二
月
﹁
授
業
中
に
毛
沢
東
思
想
を
生
徒
に
解
説
し
た
公
立
中
学
教
諭
に
対
す
る
懲
戒
免
職
処
分
が
適
法
で
あ
る
と
さ
れ
た
事
件
﹂
自
治
研
究
六
三
巻
三
号
一
九
八
七
年
三
月
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﹁
被
告
変
更
申
立
て
が
認
め
ら
れ
た
事
例
﹂
自
治
研
究
六
四
巻
五
号
一
九
八
八
年
五
月
﹁
輪
中
堤
訴
訟
│
文
化
財
的
価
値
と
損
失
補
償
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
三
五
号
﹃
昭
和
六
三
年
度
重
要
判
例
解
説
﹄
一
九
八
九
年
六
月
﹁
教
育
活
動
の
政
治
的
中
立
性
│
毛
語
録
事
件
﹂
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
﹃
教
育
判
例
百
選
﹄︵
第
三
版
︶
一
九
九
二
年
﹁
国
家
試
験
と
司
法
審
査
﹂
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
﹃
行
政
判
例
百
選
﹄
Ⅱ
︵
第
三
版
︶
一
九
九
三
年
﹁
住
居
表
示
と
原
告
適
格
﹂
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
﹃
地
方
自
治
判
例
百
選
﹄︵
第
二
版
︶
一
九
九
三
年
﹁
伊
場
遺
跡
事
件
│
史
跡
保
存
を
求
め
る
地
元
研
究
者
の
原
告
適
格
﹂
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
﹃
公
害
・
環
境
判
例
百
選
﹄
一
九
九
四
年
﹁
和
歌
の
浦
景
観
訴
訟
﹂
法
学
論
集
三
二
号
一
九
九
五
年
﹁
伊
場
遺
跡
事
件
﹂
淡
路
・
大
塚
・
北
村
編
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
﹃
環
境
法
判
例
百
選
﹄
二
〇
〇
四
年
四
月
﹁
町
田
市
遺
跡
調
査
団
事
件
﹂
山
梨
学
院
大
学
法
科
大
学
院
﹃
ロ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
﹄
二
号
二
〇
〇
七
年
七
月
付
記こ
の
著
作
目
録
で
は
︑
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
書
い
た
解
説
的
・
啓
蒙
的
文
献
を
一
切
対
象
か
ら
除
い
た
︒
内
容
の
重
な
る
論
文
も
︑
新
し
い
視
点
が
加
わ
っ
て
い
な
い
限
り
収
録
す
る
こ
と
を
控
え
た
︒
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